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調帯域幅 40MHz の LTE 信号を出力し、隣接チャネル漏洩電力比-49dBc、-50dBc を達成した。さらに、出力
速度 10Gb/s を一定としたまま、ループフィルタの係数を変更し３波同時送信も実証した。その結果、中心周波
数3.5GHz、2.1GHzに加えて ３波目として0.8GHzが同時送信可能となり、また各帯域における隣接チャネル
漏洩電力比も -45dBc を達成することを示した。この３波同時送信の事例では、総変調帯域幅が 120MHzとな













解決に対し、ディタル RF技術の導入（ 1 ビット BP-DSM）を行い、無線アンテナユニットの小型化を実施し
た。 















1/50～1/100 と極めて低い符号化率となるため，符号化利得は少なくとも 10log(1/R)は17 dBから20 dBあり，
非常に大きくなることが期待でき、光ファイバ伝送時には、長延化技術の１つとなる。 
今後，この様な機能が実装されることで誤り訂正機能，直交変調機能，周波数変換機能等の送信系の全体最適
化が進み，現在の設計方針が各機能毎の部分最適解であった視点からより自由かつ高度な，多様性のあるディジ
タルRF 無線の世界が広がることが考えられる。 
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